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研究分野：複合新領域 

科研費の分科・細目：ジェンダー・ジェンダー 

キーワード：経済・労働 ワーク・ライフ・バランス 
 
１． 研究計画の概要 
本研究は企業内保育所のケーススタディを
とおして日米の女性労働比較を行い、新しい
働き方の提示と継続就業の提言を試みるも
のである。女性労働と保育を関連づけた学際
研究・比較研究は僅かで、企業内保育所研究
は極めて限られている。そのため、本研究で
は企業の保育支援を精緻に吟味し、日米の比
較から以下を包括的にまとめる。 

①従業員の家庭生活と職業生活の両立を
支援する企業の経営理念、②支援政策と方針、
③労働環境、④企業内保育所と関連施策の効
果、⑤その問題点、および⑥今後の課題。労
働と保育および企業役割のインターフェイ
スにおいてジェンダー視点から問題点を浮
き彫りにし、男女共同参画、CSR についても
触れながら、男女協働と企業の育児支援につ
いてまとめる。日米の企業内保育所事例を挙
げてワーク・ライフ・バランスの流れをまと
め、日米企業の経営・概念の変化と社会的要
求を分析し、企業、政府、個人の 3面をジェ
ンダー的視点から見た新しい働き方、経営理
念、企業内保育所の意義、企業支援について
具体的な声と方途を明らかにすることを試
みる。日米社会の家族、地域社会、雇用背景
などを踏まえて、企業内保育事例と関連施策
に焦点を当てて企業による育児支援政策を
考察し、日米両制度の比較考察を行う。 
 
２． 研究の進捗状況 
【H20年】本研究の交付申請書に記載した研
究の目的である企業内保育所のケーススタ
ディをとおして日米の女性労働比較を行い、
新しい働き方の提示と継続就業の提言を試

みるために、研究実施計画に従い、論文、著
作、メディア等により成果発表を行った。 
【H21 年】本研究の交付申請書に記載した研
究の目的である、企業内保育所のケーススタ
ディをとおして日米の女性労働比較を行い、
新しい働き方の提示と継続就業の提言を試
みるため、記載した研究実施計画に従い、在
外研究でアメリカ（スタンフォード大学社会
学研究科 2009．9.1－3.31）を拠点として企
業調査および文献研究に主眼を置いた。 
【H22年】企業内保育所のケーススタディを
とおして日米の女性労働比較を行い、新しい
働き方の提示と継続就業の提言を試みるた
め、記載した以下の研究実施計画に従い、著
作、発表、報告により成果発表、発信活動を
予定どおり行った。それらは以下の活動であ
り、概ね予定どおり順調に進展している。 
①単著において社会の背景と現在の問題

をまとめる（現在、執筆中）。 
②米国国内での最終的情報収集、調査（企

業内保育所追跡調査含む）を行う（2010年8
月まで現地調査。）具体的には東海岸および
中西部の企業の新規調査、および昨年度達成
できなかった企業および訪問した西海岸の
企業のフォローアップ調査。 

③ワーク・ライフ・バランス政策、および
ジェンダー的視点から見た新しい働き方、経
営理念、企業内保育所の意義、企業支援につ
いて関与する（あるいは影響をもたらす）機
関、団体を訪問し、インタビュー、意見交換
を行い、政策面での現状を捉える。 
④2010年8月アメリカ社会学会（ＡＳＡ）

に出席。さらに機会があれば、その他関連機
関においても、できるだけ積極的に本研究内
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容についての資料収集を行う。 
⑤本研究の中間報告をアメリカの大学で

報告し、意見交換を行う。（4月：ハーバード
大学、7月：スミス大学で発表および意見交
換させていただく機会を得た。 
⑥本研究の中間報告を報告し、意見交換を

行った。（9月に本務校での在外研究報告とし
て同志社大学言語文化教育研究センターにて
報告。）その他、積極的にこの研究成果の発信
や意見交換を行うために、関連講演を大阪府
立男女共同参画センターにおいても行った。 
 
３．現在までの達成度  
②おおむね順調に進展している。 
単著を作成する上で、フルブライト客員研究
員（スタンフォード大学およびハーバード大
学社会学研究科）における在外研究時の貴重
な現地調査および意見交換を行うことがで
きた。補足調査、フォローアップが今後も必
要となるが、現在までの成果をまとめること
により、今回の研究の目的を達成することが
できると考える。現時点では、執筆過程にあ
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後、H23年度（2011年度）およびH24(2012)
年度はこれまで同様、学会発表および文献に
よる成果発表を行う。ケーススタディの補足
を行い、H23 年度にはこれまでの成果を単著
にまとめる草稿を手がける。H24(2012)年度
に最終稿を推敲し、国内外にてその成果を発
表したいと考えている。成果は国内外の学会
報告および、ミネルヴァ書房（or中央経済社）
より出版予定。 
 
５. 代表的な研究成果 
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〔その他〕 
京都府ワーク・ライフ・バランス専門部会、
滋賀県男女共同参画審議会、子育て専門部会、
京田辺市男女共同参画懇話会等の審議会・委
員会でも、本研究の知見を活かせる場を授か
った。 


